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複数の地球観測衛星を用
いた防災利用



はじめに

• 地球観測衛星による災害監視の変化

– 国際的な枠組み
• 国際災害チャーター

• センチネルアジア

• その他

– 国際協力からの発展
• GISTDA‐RESTEC

• 複数の地球観測衛星を同時期に取り扱う環境に
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東日本大震災の教訓

• 複数の地球観測衛星データを利用するための事前準備と
覚悟
– 海外衛星データへの柔軟な対応

• 異なるフォーマット、異なる特性や精度

– 巨大災害に対する海外宇宙機関の積極的な協力
• 5000シーンを超えるデータ提供

– 対応可能な人員の確保

• 受託業務と自主活動

– プロダクト、作業手順の標準化

– 情報共有
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海外衛星データへの柔軟な対応

GeoTIFF

CEOS

HDF
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国内外の地球観測衛星データ処理
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東日本大震災 – ALOS地震・津波
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http://alosemergency.restec.or.jp/
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Before

ALOS
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After

THEOS 
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東日本大震災 – ALOS地震・津波

©JAXAだいち（ALOS）による観測事例：AVNIR‐2（分解能10m）による湛水解析結果

画像から情報へ
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地震・津波
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• 2011年4月11日に発生したM7.0福島県
浜通り地震による地殻変動
• 井戸沢断層で約2.0mの地殻変動
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2011/03/13 (EO1/Hyperion) 2011/03/13 (ALOS/PALSAR) 2011/03/16 (ALOS/PALSAR)

Reference Classified Classified

地震・津波

衛星データの複合解析による情報抽出

東日本大震災 – Hyper-spectral x SAR
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火山災害 新燃岳噴火 – ALOS 

降灰域
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豪雨災害

平成23年台風12号 - TerraSAR-X & RADARSAT-2
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豪雨災害

九州北部豪雨 - COSMO-SkyMed
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Analyzed by RESTECAnalyzed by RESTEC
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土砂災害

平成23年台風12号 - Worldview-2
17



2007/01/22 2008/12/12 Differential Interferogram Subtracted Image

Site-1

Site-2

土砂災害
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2008年パキスタン地震 – ALOS
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2007/01/22 2008/12/12 Differential Interferogram

Site-3

Site-4
Subtracted Image

土砂災害
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2008年パキスタン地震 – ALOS
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地盤沈下

20Analyzed by RESTEC. Included ©JAXA, METI

subsidence

Landslide

ALOS
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原子力災害

Multi

東日本大震災 – ALOS
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災害種別 画像判読 差分・相関 分類 干渉・差分干渉

地震・津波 ○ ○ ○ ○（コヒーレンス）

地震（地殻変動） − − − ○

火山 ○ ○ ○ ○（コヒーレンス）

火山（地殻変動） − − − ○

豪雨 ○ ○ ○ ?

土砂（崩壊型） ○ ○ ○ −

土砂（クリープ型） − − − ○

地盤沈下 − − − ○

原子力 ○ ? ? ?

適用可能な解析手法
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おわりに

• 国内外の地球観測衛星データの利用
– 海外宇宙機関等の協力による災害監視活

動が活発化している
– GeoTIFFフォーマットにより敷居が下がった

– 各地球観測衛星データの特性の違い、精
度の違いに注意は必要

– 災害時に入手可能なデータと商用データと
の違いに注意が必要

• 様々な災害に対応
– 地震、火山、風水害（洪水、土砂災害）、地

盤沈下、原子力災害
– 防災にどう結びつけるか？
– 復旧・復興フェーズで出来ることは何か？
– データ解析、提供機関の一つとして、ユー

ザ要求にどう対応するか？
– 作成したプロダクトの公開・提供（無償・有

償）
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おわりに
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• 標準化に向けた取り組み
– マップ化プロダクト

• GoogleEarthの影響が大きい
• GISの普及を考慮
• Geospatial PDF、GeoPDFへの対応

– 画像から情報へ
• 実災害で利用されるために必要
• 画像、解析結果画像＋α

• 人的リソースの確保や維持
– 体制強化、改善
– 教育・研修による人材育成
– 複数機関・企業・大学等と連携した衛

星データ解析枠組みの構築



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

盛岡さんさ踊り
（2012年8月2日撮影）
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